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「児島賞決まる!!」 
文
芸
た
か
は
し 

三
、
成
羽

「
成
羽
」
は
、
高
梁
川
の
最
も
大
き
な
支
流
成
羽
川
の

中
流
域
に
位
置
し
て
い
て
、
南
部
の
成
羽
川
と
そ
の
支
流

の
島
木
川
の
河
岸
段
丘
（
氾
濫
原
）
上
に
出
来
た
低
地
と

日
名
川
沿
い
の
狭
あ
い
な
低
地
、
そ
し
て
中
央
部
か
ら
北

は
、
吉
備
高
原
面
か
ら
な
っ
て
い
る
南
東
に
細
長
い
地
域

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
段
丘
面
と
高
原
面
の
境
付
近
に

は
中
生
代
三
畳
紀
に
形
成
さ
れ
た
成
羽
層
群
と
呼
ば
れ
る

地
層
は
、
植
物
、
動
物
、
貝
類
な
ど
の
化
石
が
多
く
中
生

代
化
石
の
宝
庫
と
な
っ
て
い
ま
す
。
島
木
川
流
域
の
枝え

だ

に

は
中
生
代
三
畳
紀
層
の
貝
化
石
層
に
中
生
代
白
亜
紀
の
硯

石
層
が
覆
う
不
整
合
が
見
ら
れ
県
指
定
の
天
然
記
念
物
に

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
中
央
部
の
中
村
台
に
は
カ
ル

ス
ト
地
形
が
広
が
り
、
そ
の
西
を
流
れ
る
成
羽
川
が
老
年

期
の
準
平
原
面
を
深
く
刻
み
石
灰
岩
の
断
崖
と
な
っ
て
典

型
的
な
Ｖ
字
谷
の
地
形
を
呈
し
て
い
ま
す
。

「
成
羽
」
の
歴
史
は
大
変
古
く
、
平
安
時
代
の
「
倭
名

類
聚
抄
」

る
い
じ
ゅ
う
（
じ
ゅ
）

の
下
道
郡
の
項
に
一
五
郷
の
一
つ
と
し
て
「
成

羽
」
が
書
か
れ
、
和
訓
で
「
奈
之
波

な
　
し
　
は

」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
の
成
羽
町
成
羽
付
近
に
比
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
中
世
に

な
る
と
鎌
倉
時
代
の
徳
治
二
年
（
一
三
〇
七
）
に
「
大
勧

進
沙
門
尊
海
の
住
寺
」
と
し
て
「
成
羽
善
養
寺
」
の
名
が

出
て
来
ま
す
（
笠
神
文
字
岩
の
銘
文
）。
中
世
は
「
成
羽
荘
」

と
い
う
京
都
天
竜
寺
の
荘
園
で
し
た
。
永
徳
元
年
（
一
三

八
一
）
地
頭
職
の
三
村
信
濃
守
跡
の
「
成
羽
荘
」
を
替
地

と
し
て
天
竜
寺
に
寄
進
し
て
い
ま
す
（「
成
羽
町
史
」）。

そ
の
後
明
徳
元
年
（
一
三
九
〇
）
に
至
っ
て
も
三
村
信
濃

守
は
「
成
羽
善
養
寺
」
に
立
て
こ
も
っ
て
室
町
幕
府
に
抵

抗
を
続
け
た
（「
講
座
・
日
本
荘
園
史
」）
な
ど
と
あ
り
、

寛
正

か
ん
し
ょ
う

六
年
頃
（
一
四
六
五
）
に
は
「
成
葉
」
と
も
書
か
れ

「ショベルカー」
（成羽小学校1年　別所 拓実

たく み

）
「いもほり」

（成羽小学校2年　高木 海瑠
み る

）

「ひっぱれひっぱれ」
（成羽小学校3年　日谷

ひ だに

匡兵
きょうへい

）

「橋のある風景」
（成羽小学校6年　土田 浩史

こうじ

）

「校舎」
（成羽中学校1年　

はが

友里江
ゆ　り　え

）

「校舎」
（成羽中学校2年　L下

たかした

範子
のりこ

）

「プールの横みち」
（成羽中学校3年　田邊 明架里

あ　か　り

）

「リコーダーを吹く友達」
（成羽小学校4年　物部 恵美

めぐ み

）

「吹屋小学校玄関」
（吹屋小学校5年　平岡 美友紀）

（
敬
称
略
）

お
だ
や
か
に
昇
る
初
陽
よ
こ
の
空
の
　
彼
方
に
悲
惨
の
続
く
現
実

平
　
　
初
音
（
高
倉
町
田
井
）

嬉
し
さ
も
含
め
て
書
い
て
届
け
よ
と
　
高
梁
市
に
な
り
ま
し
た
と
年
賀
状

田
中
　
弘
子
（
川
上
町
領
家
）

初
春
の
空
に
鶴
舞
い
地
に
亀
の
　
新
市
の
平
和
幸
せ
祈
る

原
田
　
由
き
（
高
倉
町
飯
部
）

「
健
康
び
っ
ち
ゅ
う
21
」
健
康
一
行
詩

備
中
町
で
は
「
健
康
」
を
テ
ー
マ
に
、
日
頃
感
じ
て
い
る
こ
と
な
ど
を

詩
に
表
現
し
た
「
健
康
一
行
詩
」
の
募
集
を
毎
年
行
い
表
彰
し
て
い
ま
す
。

今
年
の
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
。

最
優
秀
賞

「
大
事
な
夫
よ
！
お
酒
を
一
升
飲
む
よ
り
も
、

私
と
一
生
元
気
で
仲
良
く
暮
ら
せ
る
飲
み
方
を
し
て
！
」

井
上
美
紀
（
備
中
町
平
川
）

優
秀
賞
（
小
学
校
部
門
）

「
わ
た
し
よ
！
早
寝
早
起
き
し
ろ
！
」

ハ
モ
ル
・
マ
イ
ラ
・
ジ
ュ
ン
（
平
川
小
５
年
）

優
秀
賞
（
中
学
校
部
門
）

「
先
生
よ
！
喫
煙
、
飲
酒
、
そ
の
身
体
で

「
健
康
」
と
い
う
言
葉
使
わ
れ
て
も
・
・
・
」

森
重
友
貴
（
備
中
中
２
年
）

優
秀
賞
（
高
校
・
一
般
部
門
）

「
娘
よ
！
実
習
で
忙
し
い
の
は
わ
か
る
け
ど
、

晩
ご
は
ん
が
お
か
し
だ
け
で
は
さ
み
し
い
よ
」

岡
西
文
子
（
備
中
町
平
川
）

入
賞

江
草
美
咲
（
平
川
小
２
年
）、
平
松
梓
（
富
家
小
６
年
）、

丹
下
徹
哉
（
備
中
中
１
年
）、
平
川
公
恵
（
備
中
中
２
年
）、

竹
浪
旦
子
（
備
中
町
東
油
野
）、
物
部
龍
介
（
備
中
町
平
川
）

ユ
ー
モ
ア
賞井

上
貴
美
英
（
備
中
中
１
年
）、
川
上
信
子
（
備
中
町
西
油
野
）
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（敬称略）

て
い
ま
し
た
。（
前
掲
日
本
荘
園
史
）
当
時
の
成
羽
荘
に
は
、

福
地
、
西
野
野
、
日
名
、
羽
根
、
臘
数

し
わ
す

村
な
ど
が
あ
り
ま

し
た
。（
成
羽
八
幡
神
社
舊
記
＝
渡
辺
家
文
書
・
県
古
文
書

集
）近

世
に
な
る
と
一
五
か
村
と
な
り
、
中
・
南
部
は
成
羽

藩
領
、
北
部
は
幕
府
領
と
旗
本
領
に
分
か
れ
て
い
ま
し
た
。

元
和
三
年
（
一
六
一
七
）
に
山
崎
家
治
が
二
万
五
千
石
で

入
部
、
成
羽
村
に
以
前
三
村
氏
が
つ
く
っ
た
居
館

き
ょ
か
ん

を
利
用

し
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
水
谷
勝
隆
が
五
万
石
で
入
封

に
ゅ
う
ほ
う

、

鶴
首
城
の
置
か
れ
た
下
原
村
に
陣
屋
を
築
き
、
そ
の
後
万

治
元
年
（
一
六
五
八
）
家
治
の
次
男
山
崎
豊
治
が
五
千
石

の
旗
本
（
交
替
寄
合
）
と
し
て
入
封
し
て
、
水
谷
氏
の
あ

と
を
継
い
で
陣
屋
を
建
設
し
、
町
割
を
整
え
て
い
ま
す
。

下
原
の
対
岸
に
あ
る
成
羽
は
、
高
瀬
舟
の
川
湊
だ
っ
た

と
こ
ろ
で
、
吉
岡
鉱
山
の
銅
や
吹
屋
の
弁
柄
、
そ
し
て
小

泉
銅
山
の
銅
、
高
原
上
の
村
の
薪
炭
な
ど
を
積
み
出
す
物

資
の
集
散
地
と
し
て
河
岸

か
し
ば

場
が
発
達
し
て
、「
成
羽
」
は
交

通
の
要
地
と
し
て
経
済
の
核
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

「
成
羽
」
と
い
う
地
名
の
由
来
に
つ
い
て
は
、
諸
説
が

あ
っ
て
判
断
が
難
し
い
の
で
す
が
、
三
つ
の
説
を
紹
介
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
一
つ
に
は
「
な
せ
は
」（
斜
端
）
の
転

化
し
た
も
の
で
、
石
灰
石
の
高
原
の
端
の
傾
斜
地
の
意
味

を
表
す
地
名
（
吉
田
茂
樹
）。
二
つ
に
は
「
な
り
」（
平
坦

地
）
・
「
は
」（
端
）
と
い

う
意
味
で
吉
備
高
原
を
深
く

刻
む
土
地
（
溝
手
理
太
郎
）

を
表
す
も
の
。
三
つ
に
は
水

音
を
表
す
「
鳴
輪
」
・
「
鳴

波
」
に
由
来
し
た
地
名
だ
と

い
う
説
（
地
名
用
語
語
源
辞

典
）
が
い
わ
れ
て
い
て
、
自

然
地
名
と
し
て
の
説
が
多
い

の
で
す
。

（
文
・
松
前
俊
洋
さ
ん
）

成羽山本付近から下原方面を望む


